代表的な明るい変光星の光度曲線

　ここでは、VSOLJ(日本変光星観測者連盟)に光度測光観測の報告があった中から、代表的な変光星について、光度曲線を示すことにします。
　なお、光度曲線の作図に用いた測光データは、すべてVSOLJのデータベースから使用しました。また、光度曲線は永井和男さんにより描かれました。

1.くじら座ο(ミラ)：omicron Cet

　ミラは、ミラ型変光星の代表的な天体です。

　ミラ型変光星は、脈動変光星のうち変光幅が2.5等以上で100日から1,000日程度の周期で増減光を繰り返しているタイプの変光星です。

　ミラ型変光星を実際に観測してみると、思いのほか極大光度が毎回変わり、決して一定光度ではないことや、極大日の予想がしばしば外れることを経験します。[image: image1.jpg]Jul
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図.1　ミラの光度曲線(2011年7月～2012年1月)
2.かんむり座R：R CrB
　かんむり座Rは、かんむり座R(RCB)型変光星の代表的な天体です。

　かんむり型R型変光星は、通常は一定の明るい光度を保っていますが、突然数等も減光することがあり、小型の望遠鏡では見えなくなってしまうことがあります。また、かんむり型R型変光星のスペクトルは、水素が欠乏し炭素が豊富にあることが特徴となっています。

　かんむり座R は、2007年夏に突然6等以上暗くなり、その後も元の光度には戻っていません。
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図.2　かんむり座Rの光度曲線(2006年9月～2012年6月)
3.はくちょう座CH：CH Cyg
　はくちょう座CHは、共生星型変光星の代表的な天体です。

　共生星型変光星は、赤色巨星と高温度星(通常は白色矮星・高温度準矮星のこともある)との近接連星系からなる天体で、スペクトルに低温度星と高温度星の特徴が同時にみられる特徴を持っています。
　はくちょう座CHについて、最近の一年半程度の時間間隔で光度曲線をみると、不規則に数等の光度幅で増減光を示していますが、6～7箇月程度の間隔でやや周期的な減光を示しているようにもみえます。
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図.3　はくちょう座CHの光度曲線(2010年11月～2012年7月)

